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社会保険大学校の現状と役割について  

1 概 要  

（1）社会保険大学校は、年金保険、政府管掌健康保険及び船員保険の社会保険業務に従事する職員に   

対し、職務遂行に必要な専門知識・技能の修得及びその応用能力を高めることを目的として設置さ   

れた社会保険庁の研修機関である。   

（2）社会保険大学校では、新規採用者、採用後3年目の若手職員、採用後7年から10年目の中堅職   

員、新任社会保険事務所課長、新任社会保険事務所長等を対象とした「職務階層別研修」及び年金   

相談や徴収事務等一定の業務に携わる職員を対象とした「業務別研修」を実施している。（17年度   

予定者数 約4，300人）   

（3）昨年11月にとりまとめられた「緊急対応プログラム」に基づき、職員の意識改革と資質の向上   

を図るため、研修期間の拡大や人材育成・保険料徴収対策といった業務別研修を新たに設置するな   
ど、研修体系及び研修カリキュラムの見直しを行い、平成17年度から実施している。  

また、社会保険事務局等における研修について、「地方事務局研修ガイドライン」（指針）を策定   

するとともに、周辺地域の方を対象に「年金公開講座」を開催するなど、国民の年金制度への理解   
促進のための取組も実施している。  

（4）今後、外部有識者の参画を得て研修の在り方等に関する検討の場を設置することとしており、引   

き続き、職員研修の見直し、充実を図ることとしている。  
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